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はじめに

　国立国会図書館オンラインで「東日本大震災」と検索をかけると，
45,512件の資料がヒットし，その中に 4,979の図書，52の博士論文が含ま
れる．さらに，「福島，原発，事故」で検索をかけると，1,388件の資料が
ヒットし，その中には図書が 199件，博士論文が 3件あることが分かる．
試しに他の語を検索すると，「太平洋戦争」27,979件，「高度経済成長」
2,319件，「石油ショック」1,205件，「金融危機」5,306件，「阪神・淡路大
震災」7,629件，「少子高齢化」3,255件，「東京オリンピック」2,220件と
なった（2018年 10月 5日現在）．このように簡易な検索をかけただけでも，
東日本大震災・福島原発事故が日本社会にとって歴史上の一大事件である
ことが間接的に理解できる．
　携帯電話，インターネット，SNSなど，高度に発達したコミュニケー
ションツールの普及により，私たちは以前にもまして，より多くの情報を
瞬時に得ながら便利で安心・安全な暮らしができているはずだ．しかし，
東日本大震災・福島原発事故が起きた当初，人々を苦しめたのは圧倒的な
情報不足と混乱であった．日々の暮らしが便利で安心・安全であると思っ
ていたのは，私たちの錯覚だったのか．いや，むしろ震災・原発事故を機
に今日に至るまでも，学術・実践社会の双方の営みの中から生み出されて
いる，膨大な関連資料や情報が物語るのは，情報化社会の中にあっても，
適切に情報収集・分析・判断をし，行動に移すためには多くの時間と労力
が必要である，という教訓なのではないだろうか．
　本書はそうした教訓も意識しつつ，様々な人々を巻き込んで少し時間を
かけながら編まれた研究書である．かの史上一大事件を扱うにはやや出遅
れ気味で，小さい成果かもしれないし，既に図書館にある同系列の専門書
を扱った本棚に，もう 1冊ただ加えるだけなのかもしれない．それでも申
し述べるなら，本書の特色は日本でも黎明期にある公共人類学を実践した
ことにある．さらには，東日本大震災と福島原発事故をテーマにした災害
の人類学的研究にも資することも期待している．加えて本書は，東日本大
震災と福島原発事故を題材に，そうした災害に対し人々がどのような対応
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ができるのか，行政や民間組織，企業や学術団体が協働して立ち向かうた
めにはどのような工夫が必要なのかを実践しながら考えてきた専門家と一
般市民により執筆された協働の民族誌である．
　日本中の人々が，少なくともこの 7年間，それぞれの状況の中で，身近
に起こりうる災害について，より多くを考え行動してきた．残念ながら
2018年に入っても，災害は続いている．島根県西部地震，大阪府北部地
震，平成 30年 7月豪雨，台風 12号，20号，21号，北海道胆振東部地震，
台風 24号そして，今夏の猛暑も諸災害からの復旧作業に甚大な影響を与
えた．こうした状況を踏まえるなら本書はリアルタイムで大きな問題とな
っている日本の災害問題と向き合っており，単なる，もう 1冊目の，災害
研究書とは少し差異化できるのかもしれない．本書は研究者だけでなく同
時代を生きる一般の読者も射程に入れた議論を展開している．執筆者たち
は災害に対峙することに関心を寄せる幅広い層の人々に，この本を読んで
もらえることも期待している．
　本書のもう一人の編者，高倉浩樹さんが，本書の「結び」で東日本大震
災を機に，人類学として研究しなければならない領域が拡大し，社会実装
性を研究する意味において本書が一つの在り方を示しているとみているこ
とに深く同意したい．また，本書第 7章を担当してくださった山下晋司さ
んは，4年前に編集された『公共人類学』で，「アカデミズムを越えて現
実の社会の改善に貢献しようとする新たな挑戦（山下晋司（編）（2014）『公

共人類学』東京大学出版会．iより）」を呼び掛けてくださったが，本書がそ
れに少しでも応えていることを編者として心より祈っている．
　高倉さん，山下さんはじめ，多忙な研究・教育業務の傍らで期日通りに
丁寧に原稿作成に応じてくださった執筆者全員に，心より感謝している．
また，この本の成り立ちの協働性ゆえに，原稿の見直しの過程で執筆者だ
けでなく，本書が収めた様々な場面で関わって下さった方々にも原稿の校
閲，修正指摘などをお願いした．忙しい中の丁寧なご対応に，執筆者を代
表して心より御礼申し上げる．また本書の実現にあっては，東北大学東北
アジア研究センターより編集に関し学術的支援を受けた．加えて，同大指
定国立大学災害科学世界トップレベル研究拠点災害人文学領域の助成も受
けて出版の運びとなった．改めて東北大学関係者の皆様にも厚く御礼を申
し上げたい．最後に，本書の企画を二つ返事で引き受けてくださった東京
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大学出版会の阿部俊一さんに，深謝申し上げる．阿部さんが応答してくれ
なければ，この本は日の目を見なかったであろう．

 2018年 11月吉日
 関谷雄一
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